
「
天
平
の
ロ
マ
ン
」に
想
い
を
馳
せ
て
、

平
城
宮
跡
を
歩
く
。

広
場
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
平
城
京
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト「
朱
雀
大
路
」の
北
端
で
、
幅
員
は
な
ん
と
74
ｍ
。

同
44
ｍ
の
大
阪
御
堂
筋
も
驚
く
ス
ケ
ー
ル
だ
。
こ
の
春
、
平

城
宮
跡
歴
史
公
園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
朱
雀
門
ひ
ろ
ば
」に

再
現
さ
れ
た
も
の
。
両
脇
に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設「
平
城
宮

い
ざ
な
い
館
」や
、
観
光
交
流
ス
ペー
ス「
天
平
う
ま
し
館
」な

ど
が
設
け
ら
れ
、
国
内
外
の
観
光
客
で
賑
わ
って
い
る
。

奈
良
に
造
営
さ
れ
た
都
は
、
飛
鳥・
藤
原・
平
城
の
３

つ
。
最
後
に
登
場
し
た
平
城
京
は
、
唐（
中
国
）の
長
安
城

を
モ
デ
ル
と
し
、
74
年
間
、
律
令
制
の
も
と
日
本
最
大
の

都
市
と
し
て
栄
え
た
。そ
の
東
部
に
四
角
く
張
り
出
す
形
で

「
外げ
き
ょ
う京
」が
設
け
ら
れ
、
北
端
中
央
部
に
、
都
の
中
枢「
平

城
宮
」が
置
か
れ
て
い
た
。　

朱
雀
門
は
、
平
城
宮
の
正
門
で
あ
る
。
門
前
で
は
、
新

羅
や
唐
な
ど
外
国
使
節
の
送
迎
や
、
大
勢
で
歌
を
詠
み

合
う
歌
垣
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
壮
観
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
平
成
10
年
に
復
原
工
事
が
完
成
し
、
約

１
０
０
０
㎡
の
国
産
ヒ
ノ
キ
、４
万
２
０
０
０
枚
の
瓦
を

使
っ
た
威
容
を
現
し
た
。
金
属
板
や
筋
交
い
で
構
造
補
強

も
行
わ
れ
て
い
る
。

朱
雀
門
ひ
ろ
ば
の
東
側
に
あ
る「
平
城
宮
い
ざ
な
い
館
」

は
、
復
原
模
型
や
古
代
人
の
人
形
、
出
土
品
な
ど
に
よ
っ

て
平
城
宮
を
体
感
で
き
る
施
設
だ
。
釘
を
使
わ
な
い「
組

物
」な
ど
の
技
術
を
使
っ
た
構
造
模
型（
第
一
次
大
極
殿 

１

／
５
）が
興
味
深
い
。一
方
、
ひ
ろ
ば
の
西
側
に
建
て
ら
れ
た

「
天
平
う
ま
し
館
」で
は
、
遣
唐
使
に
つ
い
て
学
び
、
復
原

遣
唐
使
船
に
乗
り
込
め
る
。レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
も
併
設
。

朱
雀
門
か
ら
近
鉄
線
を
越
え
て
北
へ
歩
く
と
、
第
一
次

大
極
殿
院
南
門
の
復
原
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
基
本
的

に
古
代
の
工
法・材
料
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
土
を
突
き
固

め
て
塀
を
築
く
工
法「
版
築
」や
、
手
斧
な
ど
古
代
の
道
具

に
つ
い
て
、
隣
接
す
る「
復
原
事
業
情
報
館
」で
解
説
し
て
い

る
。
動
画
の
上
映
も
楽
し
み
た
い
。

温
故
知
新
、
平
城
外
京
の

「
な
ら
ま
ち
」を
訪
ね
る
。

７
８
４
年
の
長
岡
京
遷
都
の
後
、７
９
４
年
に
京
都
で
平

安
京
が
開
か
れ
、
平
城
京
は
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消

す
。
し
か
し
、
前
述
の
外
京
、
つ
ま
り
東
に
張
り
出
す
四
角

い
エ
リ
ア
に
あ
っ
た
興
福
寺
や
元
興
寺
、
外
京
に
隣
接
す
る

東
大
寺
、
春
日
大
社
は
奈
良
に
残
っ
た
。
元
来
、
平
城
宮

の
人
々
は
、
山
ぎ
わ
に
寺
社
の
連
な
る
こ
の
地
域
を
、
神
聖

な
場
所
と
し
て
仰
ぎ
見
て
い
た
よ
う
だ
。
平
安
遷
都
後
も
、

こ
こ
に
寺
社
は
残
り
、
門
前
に「
郷
」が
形
成
さ
れ
た
。
宗
教

関
連
の
仕
事
に
携
わ
る
人
々
の
集
落
で
あ
る
。

若草山（三笠山）

円成寺

柳生の里
家老屋敷
陣屋跡

東大寺

当時の平城京

春日大社

ならまち

JR
奈良

京終

奈良IC
（予定）

奈良北IC
（予定）
（
大
和
北
道
路
） 369
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近鉄
奈良

奈良
県庁

平城宮跡

奈良市MAP

1.ガイダンス施設「平城宮いざない
館」の外観　
2.「天平うまし館」に付設する復
原遣唐使船と「せんとくん」　
3.「朱雀門ひろば」の全景パース
4.人型の看板で当時をイ
メージできる「平城宮いざ
ない館」。人型の裏には、
モデルとした役人の名
前・仕事内容・年収など
が書かれている

復原された朱雀門。門
前に今春、「朱雀門ひ
ろば」が整備された

12

右京 左京 外京

平城宮

薬師寺 大安寺

興福寺

西大寺

朱雀門

朱
雀
大
路

唐招
提寺

東大寺

元興寺

法華寺

平城京略図

5.第一次大極
殿院の復原整備
模型（1/200）　
6.同院の「復原
事業情報館」　
7.同院南門の
復原工事

16 15

朱雀門を守る
衛士（えじ）

6

57

4 3



市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
、

自
治
体
の
継
続
的
事
業
の
結
晶
。

奈
良
市
観
光
経
済
部 

奈
良
町
に
ぎ
わ
い
課
長

徳
岡 

健
治
さ
ん

　

平
城
京
の
外
京
に
形
成
さ
れ
、
寺
社・商
工
業・観

光
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
た
奈
良
町
。
太
平
洋

戦
争
の
戦
災
を
免
れ
、
古
い
木
造
町
家
の
密
集
す
る

こ
の
地
域
に
も
、
や
が
て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
、
交
通・防
災
街
路
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
都
市
計
画
道
路（
現・な
ら
ま
ち
大
通
り
）、

の
建
設
が
決
定
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
周
辺
地
域

の
若
者
ら
が
町
並
み
保
存
や
活
性
化
を
考
え
る
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
奈
良
市
も
保
存
に
向
け
た

調
査
や
補
助
金
交
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
は
、
市
民
活
動
組
織
の
構
想
を
取

り
入
れ
て「
な
ら
ま
ち
賑
わ
い
構
想
」を
策
定
。
こ
の

頃
か
ら
、
住
民
当
事
者
の
意
識
も
高
ま
り
、
バ
ブ
ル

に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
への
反
対
運
動
が
起
こ
り
ま

す
。
市
は
同
構
想
に
基
づ
き
、
用
地
や
建
物
の
買
い

上
げ
、
観
光
文
化
施
設
の
建
設
、
防
火
対
策
な
ど

の
住
環
境
整
備
を
推
し
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
、
暮
ら
し・生
業・観
光
の
相
互
循
環

を
目
指
し
、「
新
奈
良
町
に
ぎ
わ
い
構
想
」を
策
定
。

奈
良
き
た
ま
ち
、
な
ら
ま
ち
、
京
終（
き
ょ
う
ば
て
）

を
中
心
に
、
多
様
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

奈
良
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民・住
民
の
自
発

的
活
動
と
、
自
治
体
の
補
助
事
業
等
と
の
相
乗
効

果
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
全

国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

柳生十兵衛杉
13.柳生十兵衛が旅立つ前に
植えたと伝わる十兵衛杉

陣屋跡
12.史跡公園となっている旧柳
生藩陣屋跡

旧柳生藩家老屋敷
15.16.見事な石垣をもつ旧柳生藩家老屋敷

円成寺
14.柳生街道随一の名刹・円成寺（忍辱山）

18

平
城
宮
周
辺
は
荒
廃
し
て
田
や
畑
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、

そ
の
文
化
や
人
々
の
思
い
は
外
京
に
伝
え
ら
れ
、
現
在
の

奈
良
中
心
部
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
外
京
、
の

ち
に「
奈
良
町
」と
呼
ば
れ
た
地
域
へ
向
か
っ
た
。

奈
良
市
奈
良
町
に
ぎ
わ
い
課
の
徳
岡
課
長
に
話
を
聞

き
、
案
内
を
請
う
。
江
戸
時
代
は
、
奈
良
奉
行
所
の

支
配
下
に
あ
っ
た
と
い
う
奈
良
町
。
筆・
墨・
蚊か

帳や

・
酒

な
ど
、
多
様
な
産
業
が
発
展
し
、
17
世
紀
末
に
は
人
口

３
万
５
０
０
０
人
を
数
え
た
。
現
在
は
範
囲
を
広
げ
て
、

「
な
ら
ま
ち
」、
北
の「
奈
良
き
た
ま
ち
」、「
京き
ょ
う
ば
て終
」を
合

わ
せ
て
奈
良
町
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

「
な
ら
ま
ち
」に
は
、
間
口
が
狭
く
奥
行
き
の
深
い
伝
統

家
屋
が
点
在
し
て
い
る
。
軒
に
は
、
猿
を
か
た
ど
っ
た
お

守
り「
身
代
わ
り
申
」が
、
モ
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
吊
る
さ
れ
て

い
る
。
道
は
狭
く
、
曲
が
っ
て
い
た
り
、
坂
に
な
っ
て
い
た

り
。
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
、
市
か
ら
各
家
庭
に
消
火

器
や
赤
い
バ
ケ
ツ
を
配
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

１
９
１
７（
大
正
６
）年
に
建
て
ら
れ
た
古
民
家「
奈
良
町

に
ぎ
わ
い
の
家
」を
見
学
し
た
。
元・古
美
術
商
の
住
ま
い
と

あ
っ
て
、
か
ま
ど
を
備
え
た
通
り
庭
、３
つ
の
座
敷
、
中
庭
、

蔵
、
離
れ
座
敷
の
そ
れ
ぞ
れ
が
風
趣
に
富
む
。
仏
間
は
広

く
、
天
井
絵
も
描
か
れ
て
い
た
。一
般
公
開
し
、
工
芸
な
ど

の
展
示
や
イ
ベン
ト
の
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「
柳
生
秘
伝
！　
新
陰
流
剣
術
の
古
里
」

柳
生
街
道
を
行
く
。

春
日
大
社
か
ら
東
に
向
か
っ
て
伸
び
る
柳
生
街
道
。
社

領
の
春
日
原
生
林
を
縫
う
よ
う
に
続
く「
滝
坂
の
道
」に

は
、
石
仏
や
石
窟
仏
が
、
眠
る
よ
う
な
風
情
で
祈
り
を

捧
げ
て
い
る
。
荒
木
又
右
衛
門
を
は
じ
め
、
剣
豪
・
剣
客
が

「
柳
生
の
剣
」を
求
め
て
往
来
し
た
。
柳
生
新
陰
流
の
道

場
が
あ
っ
た
柳
生
の
里
へ
通
じ
て
い
る
た
め
だ
。

滝
坂
の
道
の
終
点
が
円
成
寺
。
運
慶
作
の
大
日
如
来

像（
国
宝
）な
ど
多
く
の
宝
物
を
安
置
す
る
名
刹
で
あ
る
。

緑
な
す
池
の
向
こ
う
、
宙
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
佇
む
楼
門

は
目
と
心
を
清
め
る
。
な
お
街
道
を
進
み
、
柳
生
の
里

へ
至
る
。

柳
生
石
舟
斎
宗む
ね
よ
し厳
が
創
始
し
た
新
陰
流
は
、
無
刀
取

り
の
抜
か
ざ
る
剣「
真
剣
白
刃
取
り
」で
名
高
い
。
徳
川

家
康
が
こ
の
剣
に
感
激
し
、
宗
厳
と
そ
の
子
・
宗む
ね
の
り矩
を
将

軍
家
の
兵
法
指
南
役
と
し
た
。
の
ち
に
、
宗
矩
は
柳
生

藩
１
万
２
５
０
０
石
を
与
え
ら
れ
る
。

宗
矩
が
３
年
の
月
日
を
か
け
て
建
て
た
、４
５
４
㎡
の

「
旧
柳
生
藩
陣
屋
跡
」は
、
火
災
お
よ
び
廃
藩
置
県
に
よ

り
消
失
す
る
が
、
跡
地
は
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、

春
は
桜
の
名
所
に
。
立
派
な
石
垣
の
上
に
建
つ「
旧
柳
生

藩
家
老
屋
敷
」は
一
時
期
、
作
家
・
山
岡
壮
八
の
所
有
と
な

り
、
宗
矩
の
生
涯
を
描
く「
春
の
坂
道
」の
構
想
も
こ
こ
で

練
ら
れ
た
と
か
。
ま
た
、
里
の
北
側
に
は
宗
矩
の
子
・
十

兵
衛
が
植
え
た
と
い
う
杉
が
、
落
雷
に
よ
っ
て
枯
死
し
た

白
い
姿
を
残
す
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
時
代
の
鼓
動
を
秘
め

た
奈
良
。
こ
の
６
月
に
も
平
城
宮
跡
で
厨
房
跡
が
見
つ
か

り
、
新
た
な
発
見
・
研
究
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
奈
良

の
歴
史
ロ
マ
ン
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
今
も
駆
け
続
け

て
い
る
。

8

8.虫籠（むしこ）窓、白壁、格子の古民家が
点在するならまち　9.旧元興寺本堂跡「吉祥
堂」　10.11.奈良市が購入し、保存・活用
する「奈良町にぎわいの家」
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庚申さんのお使い「身代わり申」


